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千葉市荒屋敷貝塚採集資料の紹介(1)

森本剛

はじめに

200S(平成1S)年7月、千葉市荒屋懲貝塚で採集された賣鷲が、加曽利貝塚博物館へ寄贈された。賓斜の大半

は縄文時代中躙の土器片で、複豪の人骨も含まれていた人骨については以前の紀要でその詳細について噸

告がなされており(1)、今同は土器賣料の一部を紹介したい。

1 賣輯の素

紹介する賣斜は、千葉市若葉区貝塚町に所在する国指定史跡の荒屋敷貝賑で操集されたもので、寄贈者で

紐如 シ 氏 が1949(昭徊研又1960(哨り2眸）に樹し沼精が中心を占め＆採集地点は貝層の北寛部に

位置する個人住宅の庭先で、古くから貝層の一部が削平されていた場所である。崖面に露出していた貝層の中

に人骨が醸霞されたため、各年1体分ずつ収集し、士器資料もその際に擦集したとのことである。その後、荒木氏

が自釘で分類•保管されてきたが、200”F慮1分年7月に当館へ寄贈されなととなった。

別の時期に採集されたものや他人から受け取った賣料も一繹含まれているが、荒屋敷貝攀の特徴をよく示して

おり、採集地点や当時の状況もおおよそ把握でき〇ヽ＆人骨の帰属時湖を考える材料としても重要である。

2 収納ケース

兼木氏より寄贈された際、土器賓斜は木製の

ケース12個に分けて収兼内れていた償1図）。

このゲースはいわゆる卓上型のカードケースで、

図書館で書誌情蠅を記した目録カードを分類・

収納する際などに用いられるものである。幅19

cm、高さ15cm.,臭行釣0で、引出の前面には

嘩の引手金具が付く。

荒木氏によると、このゲースは資料む影真した

頃、当時東京大学理学部人類学教室に身を霞

いていた山内清男氏から土器片の収納用に便

利だとしてもらったどのこどである。完形品や接合

・寝元した土器を収納するには不便であるが、破

片資料をう乞の基寧に従って分類・収納し標本 算1國賣料が駁納されていた木製ケース

として常に活用していくような利用方法は麿した形状をしている喩山内氏もこのようなケースむ直片賣料の収納に利

用しでヽたのであろうが、縄文土暮鯛年の積立に向けて賣斜を手元に置いておくことを優先し、常に比較以tがら

績稟を繰り返していた研究姿勢を飼うことができ、ケース自体にも学史的な僅筐があるといえよう。
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3 責料の畢璽

寄贈資料のうち、織文士器片は2紐点を敷える。時期は縄文時代中瑚のものが大半を占め、阿玉台 lb式から

加曽利Bm式までにほぼ収まる。とく日珂玉台W式・中峠式の賣斜が充実しており、この時期の貝層から集中的に

採した可能性が高い。採集時の遷別もあるのだろうが、胴部片に比ぺて、口繊部のものが多く、とくに浅鉢の比

率が高い傾向が伺える。割れ口が比較的新しいのに接合t.lょい賽料も多く、これらは土中から引き抜くように採集

したと考え凶し、簾合rる廿藝片が却紺環存している可麒紐高い。援集颯点は勤て近パ翻で釦総れた

l韓（昭和5碕三）の緊急調査でも阿玉台田式や阿玉台W式・中峠式を主体とする貝層が噛霞されており(2)、撲

集点付近の貝層からこの時期の土掃片が多く出士することは間違いない。他に後期の士馨片や近世の焙烙の

磁、少量の貝顧、 自然襲などが含まれるe
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千莱市荒屋敷貝塚採集資料の紹介(1)

森本剛

当館では収納するにあたり、新たに水洗・注記を行い、プラスチック製のコンテナケースに移し換えた。その際、

寄贈時の収納状態に復元できるよう当初の収納ケースに任意に1から12までの番号をつけ、荒屋敷貝塚の略号

ARと合わせて「AR-'50-1」のように白色のポスターカラーでそれぞれの土器片に注記した。

今号では、縄文土器片246点のうち、時期や型式の判別が可能な170点について、写真と土器銀察表を掲載し

た（第3図～第8図、第1表～第6表）。実測図および拓影は次号に掲載する予定である。

（千葉市立加曽利貝塚博物館）

註

(1)2体分の人骨として採集されたが、報告（久保大輔・諏訪元 2008)で、少なくとも成人5体、子供1体分の人骨であったことが確認さ

れている。

(2)崖面に人骨が露出していたため、人骨の採集と貝層の調査をおこなった。調査は当館が担当し、出土資料・記録類も当館で保存

している。末報告であるが、奈良忠寿氏による出土土器の資料紹介（奈良1999)の中で、貝暦下部の堆積状況について触れられてい

る。

引用・参考文献

久保大輔・諏訪元 2008「加曽利貝塚博物館所蔵、荒屋敷貝塚ならびに緑町小学校古人骨の保存状況J『貝塚博物館紀要』第35号

千葉市立加曽利貝塚博物館

下総考古学研究会 1976「特集中峠式土器の研究」『下総考古学』6

下総考古学研究会 1985「特集勝坂式土器の研究」『下総考古学』8

下総考古学研究会 1998「特集中峠式士器の再検討」『下総考古学』15

下総考古学研究会 2004「特集房総半島における勝坂式士器の研究」『下総考古学』18
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貝塚博物館紀要第37号

2010年3月

第 1表土器観察表 (1)

図版番号• 注記番号 種別 部 位

第3図
AR-'50-1 

深鉢
ロ縁部

I （平縁）

第3図
AR-'50-1 

深鉢
口編海

2 （波状口縁）

第3函
AR-'50-1 

沼
ロ縁部

3 （波状口縁）

第3図
AR-'60-1 

深鉢
ロ縁部

4 （波状口縁）

第3図
AR-'50-1 

紐
ロ緑部

5 （波状口縁）

第3図
AR-'60-1 

深鉢
ロ縁部

6 （波状口縁）

第3図
AR-'50-1 

深鉢
ロ縁部

7 （把手）

第3図
AR-'50-1 

深 頸部
8 

第3図
AR-＇印-1

深鉢 屈郎， 
第3図

AR-'50-1 
深鉢 胴部

10 

第3図
AR-'60-1 

深鉢 屈部
1 1 

第3図
AR-'50-1 

深鉢 Bl郎
12 

第3図 AR—'60-1 
深鉢 ロ縁部

13 

第3図
AR-'50-1 

紐
ロ縁郎

1 4 （平縁）

第3図
AR-•50- 1 

深
ロ緑部

16 （中縁）

第3図
AR-'50-1 

深鉢
ロ縁郎

16 （突起）

第3図
AR-'50-1 

深鉢
ロ縁部

17 （平縁）

第3図
AR-'50-1 

深鉢
ロ縁郭

18 （平縁）

第3図
AR-'50-J 

深 圧部
19 

第3図
AR-'50-2 

深鉢
ロ縁部

l （妓状口縁）

第3図
AR-'60-2 

深鉢
口緑部

2 （平縁）

第3図
AR-'50-2 

深鉢
ロ縁部

3 （平縁）

第3図
AR-'60-2 

深
ロ縁部

4 （平縁）

第3図
AR-'50-2 

深鉢
ロ緑部

5 （平縁）

第3図
AR-'60-2 

深鉢
ロ縁部

6 （平縁）

第3図
AR-'50-2 

深 ロ縁部
？ 

第3図
AR-950_2 

深
ロ縁部

8 （平縁）

第3図
AR-'60-2 

深鉢
ロ縁部， （波状口縁）

第3図
AR-'50-2 

深鉢
ロ縁郎

10 （平紘）

第3図
AR-'50-2 

深鉢
ロ縁部

II （平縁）

文 楳の施文エ起の観察

隆帯貼付→隆常に沿って2列の有節沈線

ロ縁に沿って2列の角押文

隆帯貼付→隆寄に沿って爪形文

隆帯貼付→陸帯脇と口縁部区画内に大形爪形文

波頂邪下に円孔、橋状把手

隆帯貼付→陸寄脇、隆吝上に有節沈婉

幅広の隆帯貼付一隆帯脇、隆帯上に刺突文

ミミズク形の波頂部

波頂部側面に刻目

縦位の棒状粘土貼付一横位の隆帯貼付→隆帯による懸垂文

隆帯貼付→隆帯に沿って爪形文、区圃内に沈線

隆帯貼付一隆帯に沿って爪形文、区画内に波状沈綜

蔭帯貼付→騒帯に沿って爪形文

縄文LR→波状沈線を垂下

隆帯による三角区罰→区国内に爪形文、沈線による三叉文

隆帯貼付→口紘に沿って交亙靡I突

2本1組の隆帯によるクラン欠文、渦営き文、口及に小突起

隆帯、突起貼付→突起上に摺頭状の凹み→縄文RL

縄文LR→隆帯による矩形区画→隆帯脇に沈線→2本l組の

沈線が垂下

縄文RL→口縁に沿って沈線

縄ー2本1組の破線状の沈線、弧状の沈縁

ロ縁に沿って鋸歯状に角押文を充填

隆帯貼付一隆帯上応息む［一区画内に沈線

隆帯貼付→隆寄上、頷郡RL縄文→区国内に沈線

ロ縁外面に幅広の隆帯貼付一縄文RL

隆帯、突起貼付→口縁部区面内隆帯上に沈線、突起上iliiに
沈線による渦巻文→隆帯上から屈部に縄文皿

縄文RL一隆帯による区面→隆脇に沿って沈緑

隆帯による区罰→区詞内に7条1組の波状条船

隆帯と沈線による渦巻き文

縄文LR→隆帯と沈線による渦巻き文

縄 LR→隆帯による区画→隆帯に沿って幅広の沈線

縄→陰帯による区罰（剥落）
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胎土 型式 備考

＄母、砂粒を含む． 阿玉台11式 注記（ゴ凶初「荒屋敷」

雲母｀砂粒を含む． 阿玉台n式 注記（墨）「YJ

零爵、砂粒を極めて多く含む． 阿玉台m式 注記（呈）「A/10」

冥母、砂粒を含む． 阿玉台m式 注記（ゴム印y荒屋敷」

零母、砂粒を含む．
阿宝台 注記（墨）「東路 25.9.23y」
n~m式 注記（ゴム印y荒屋敷」

雲母、砂粒を含む． 阿玉台IV式

零母、砂粒を含む． 阿玉台lil式 注記（墨）「A/16J

雲母、砂粒を多く含む． 阿玉台 lb式 注記（ゴム印y荒屋敷J

雲母、砂粒を多く含む。 阿玉台lll式

雲母、砂粒を少最含む． 阿玉台m式

衷母、砂粒を少量含む． 阿玉台皿式

裟母、砂粒を含む。 阿玉台JV式

宰母｀砂粒を多く含む。 新道式
注記（墨）「y」
注記（ゴム印y荒屋敷」

襲母、砂粒を少量含む。 中峠式 注記（ゴム印y荒塁敷J

芸母を含む。砂粒を多く含む． 加苦利El式

裟母を少髪含む．砂粒を含む． 加曽利E皿式 注記（ゴム印)f荒屋敷」

砂粒を含む． 加苗利EI式 注記（ゴム印y荒忌敷」

坦母、砂粒を少量含む。 加曽利Em式 注記（樹）「y』

雲母を含む．砂粒を多く含む。 加曽利En式
注記（磁）「西路26.9.23J
注記（ゴム印）「気屋敷」

ご母、砂粒を含む． 阿玉台lb式

雲母を含む。砂粒を多く含む。 阿玉台w式 AR-'50-2-3と同一値体

雲母を含む。砂粒を多く含む。 阿王台W式 AR-'50--2-2と同一修体

雲母、砂粒を含む． 阿玉台IV式

雲母を少量含む。砂粒を多く含
中峠式 注記（ゴム印y荒屋敷」

む．

砂粒を少紘含む． 加曽刃JEm式 注記（ゴム印別荒屋敷」

雰母を含む．砂粒を多く含む． 阿玉台N式
注記儘り「A/19」
注記（ゴム印沢椛屋敷」

雲母、砂粒を少益含む． 加曽利Ell式 注記（墨)rH.9.23」

雲母を少量含む。砂粒を含む。 ）月苔利Em式

砂粒を含む． 加酋利Ell式

砂を含む． 加臼利Ell式



第2表土器観察表 (2)

図版番号 注記番号 稲別 部位 文媒の茂文 工 程 の 観 安

第3図
AR-'50-2 

深鉢
ロ縁部

縄文LR→隆帯による区画→隆帯に沿って沈線
12 （平縁）

第3図
AR-'50-2 

深鉢
ロ縁綿

縄文LR→隆帯による区画→隆帯に沿って沈紛
13 （平 縁）

第3図
AR-'50--2 

深鉢
ロ縁蔀

縄文皿ーロ縁に沿って沈線
14 （平縁）

第3図
紐 '50-2

深鉢
ロ縁謡

ロ縁に沿って交互刺突→撚糸L→2本1組の波状沈船を延下
l6 （平 縁）

第3図
AR-'50--2 

浅鉢
ロ縁郎

隆帯貼付→区画内に3条の沈線、中央は破線状
l6 （平縁）

第3図
AR-'60-2 

深鉢 胴部
縄文RL→隆帯貼付一隆帯に沿って沈線一沈線、波状沈線を

17 垂下

第4閲
AR-'50-3 

深鉢
ロ緑部

隆帯貼付→隆帯に沿って窃lの有節沈線
I （波状口紘）

第4区l
AR-'60-3 

深鉢
口縁部

陥帯貼付一隆帯に沿って爪形文、陰帯上の一部に刻目2 （波状口縁）

第4図
AR-'50-3 

深
ロ縁郎

隆帯貼付→隆帯上、区酉内に縄文RL→隆帯に沿っで収鼠
3 （波状口緑）

第4区l
AR-'50-3 

深
ロ縁部

陥帯貼付一波頂部下に円孔、橋状把手
4 （波状口縁）

第4図
AR-'50-3 

深鉢 訊部 隆帯貼付→隆帯に沿って爪形文→区画内に沈線、波状沈線
5 

第4因
AR-'50-3 

深鉢 訊 部 陰帯貼付→陰帯に沿って爪形文→区画内に条線を充塙
6 

第4図
AR-950_3 

深鉢 ロ縁部 隆帯貼付→隆帯に沿って爪形文→区繭内に沈線
7 

第4図
AR-'60-3 

深鉢 屈祁 逢帯貼付→隆帯に沿って爪形文
8 

第4図
AR-'50-3 

深鉢 頚部
陰帯貼付一隆帯に沿って爪形文、区国内に粂線を充填一区， 画内に沈綜、波状沈線

第4図
AR-'50-3 

浅鉢 口縁部
隆帯貼付→隆帯に沿って爪形文

10 内面赤彩

第4図
AR-'50-3 

深鉢 胴部 隆寄貼付→隆笞に沿って爪形文
11 

第4131
AR-'60-3 

深鉢 類部 隆帯貼付一隆帯に沿って沈線、隆帯上に刺突文
12 

第4図
AR-'50-3 

深鉢
ロ縁部 眼鏡状把手、橋状把手を組合わせた3段の大形把手で、沈

13 （平 霧 線、刻目により装飾、 平縁部は口縁に沿って交互剌突

第4園
AR-'50-3 

深鉢
ロ縁部 沈陸ト線に帯糾貼によ付目る→渦口巻即き文．、文様＂、裕に下沈端線を区、橋圏状す把る手蔭の帯上下面側に、隕有帯節

14 （平縁）

第4区l
AR-'50-3 

深鉢
ロ縁部

隆帯貼付→融帯脇、区国に三角押文、隆帯上に刻目
16 （波状ll縁）

第4区l
AR-'50--3 

深鉢 口縁部 縄 RL
16 

第4函
AR-'5-0-4 

深鉢
ロ縁部 隆帯貼高付い隆→帯隆の帯先脇靖にを角指押で文押、波さえ頂、部沼から垂下する断面三角

I （把手） 形の 波状にする

第4医l
AR-'50-4 

深鉢
ロ縁郷

隆帯貼付ー隆帯に沿って爪形文
2 （波状口縁）

第41Kl
砥 '60-1

淡鉢
Cl縁部 隆布貼付....大きく外へ張り出している口暦部に縄文RL、Cl緑

3 （平 縁） 部文様帯内に三角押文

第4屈l
AR-'50--4 

深鉢 頸部 隆帯貼付→ EI縁部文様帯内の隆帯に沿って幻刃の有節沈線
4 

第4図
AR-'60-4 

深鉢 ロ縁部 陰帯貼付ー ロ縁部文様帯内の騒帯に沿って爪形文
6 

第4図
AR-'50--4 

深鉢 胴部 隆帯貼付→隆帯に沿って負押文
6 

第4区l
AR-'60-4 

深鉢 ll級部 喩帯貼付ー隆帯に沿って3列の角押文
7 

第4図
AR-'50-4 

深鉢 ロ縁部 隆帯貼付→隆搭に沿って紗Ilの角押文
8 
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千葉市荒屋敷貝塚採集資料の紹介(1)

森本 剛

胎土 型式 備考

雲母を少羹含む。砂粒を含む． 加曽利Ell式

茎母を少量含む。砂粒・小裏を
加曽利JEn式 注記(Ii)「H.9.23.J

含む。

雲母、砂粒を含む。 加憧和JEfil式

雲母を少量含む。砂粒を含む． 加臼利Ell式

雲母、砂粒を極少最含む。
中峠式～

加苗利El式

雲母を少蚤含む。砂粒を含む． 連弧文

震母、砂泣を含む． 阿玉台n式

雲母、砂粒を含む。 阿玉台瓜式
注記（ゴム印y荒屋敷」
AR-'60-4-2と同一饂体

製母、砂粒を多く含む。 阿玉台IV式 注記（ゴム印y荒屋敷J

雲母を少祉含む。砂粒を多く含
阿天台1ll式 注記（ゴム印沢荒犀敷」

む．

毀母、砂粒を含む． 阿玉台皿式 注記（ゴム印）「荒屋敷J

雲母、砂粒を含む． 阿至台田式

坦母、砂粒を含む． 阿玉台m式 注記（ゴム印）「荒座敷J

雲母、砂粒を含む。 阿天台m式

芯母、砂泣を含む． 阿玉台頂式 注記（ゴム印y荒昂敷」

霊母、砂粒を含む。 阿玉台m式 注記（ゴム印）「荒屋敷」

雲母を少量含む．砂粒を多く含
阿玉台m式 注記（ゴム印Y荒屋敷J

む．

裳母、砂粒を少量含む． 阿玉台IV式

雲母を少伍含む。 砂粒を含む。 藤内1I式 注記（ゴム印）「荒屋敷J

砂粒を少溢含む． 中峠式

雲母を少及含む。砂粒を含む． 新道式 注記（ゴム印）「荒屋敷J

雲母を少猛含む。砂粒を含む． 加廿利即文

雲母を多く含む．砂粒を含む． 阿玉台n式

雲母、砂粒を含む。 阿玉台田式
注記（ゴム印Y荒屋敷J体
AR-'50-3-2と同一個

雲母、 砂粒を含む。 阿玉台W式

雰母、砂粒を多く含む。 阿台n式 注記（ゴム印〗荒屋敷J

巽母を含む。砂粒を多く含む。 阿玉台田式 注記(:::(ム印）「荒昼敷」

毀母を多く含む。砂粒を含む。 阿台II式 注記（ゴム印）内t屋敷」

雲母を極めて多く含む。砂粒を
阿天台n式

注記（ゴム印y荒塁敷」

多く含む． AR-'50-4-8と問一饂体

祟母を極めて多く含む。砂粒を
阿玉台n式

注記（ゴム日])I"荒屈敷」

多く含む． AR-'60-4-7と同一饂体
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第3表土器観察表 (3)

図版番号 注記番号 種別 部位

第4図
AR-'5か4

深鉢 胴部， 
第4認］

AR-'50-1 
深鉢 ロ縁部

LO 

第41g]
AR-'50---<l 

深鉢 胴部
11 

第4函
AR-'50-4 

深鉢 胴部
12 

第4区l
AR-'6Q--<I 

深鉢 胴部
13 

第4図
AR- •50- 4 

深鉢 ロ縁郎
14 

第4医l
AR-＇釦

深鉢 ロ縁部
15 

第4図
ARー'50-4

深鉢 胴部l,6 

第4圏
AR—'50-4 

深鉢 類部
17 

第4図
AR-'50-4 

深 類部
18 

第4國
AR-'50-4 

深
ロ縁部

19 （平縁）

第4図
AR-'50-4 

深鉢
ロ縁部

20 （平 緑）

第5図
AR-'50--5 

深鉢
ロ縁部

I （平縁）

第6図
AR-'60-5 

深鉢
ロ緑祁

2 （平 縁）

第5図
AR-'以

深鉢
ロ縁部

3 （波状口縁）

第5区
AR-960-5 

深鉢
ロ縁部

4 （平縁）

第51111
AR-'50-5 

深 ロ縁部
5 

第5図
,¥R-'50-5 

深鉢
ロ縁部

6 （波状口縁）

第5図
AR-'50-5 

深鉢
ロ縁部

7 （波状口縁）

第6図
AR-'60-5 

深鉢
口縁部

8 （波状口縁）

第5函
AR-'50-5 

深鉢
ロ縁部， （波状口縁）

第5図
AR-'50-5 

深鉢
ロ縁部

LO （波状口縁）

第5図
AR-'50-5 

深鉢
ロ縁部

ll （波状口縁）

第5OO
AR-'只

深鉢 屈部
12 

第5回
AR-’60→ 

深 胴部
13 

第5区l
AR-'50--5 

深 ロ縁部
14 

第5区
AR-'50-5 

深鉢
ロ縁郎

16 （平 縁）

第5図
AR-'50-6 

深鉢
ロ縁部

1 （波状口品）

第5図
AR-'50-6 

深鉢 ロ縁部
2 

第5図
AR-'50-6 

深鉢 覇部
3 

文様の茂文 エ 租 の 観 察

縄文RL、隆帯貼付一喚帯に沿って笏りの角押文

陰帯貼付一隆帯に沿って紡eJの角押文、区薔内に平行沈藻
波状沈線

爪形文

隆常、 1'1形文貼付→隆寄、 円形文に沿って爪形文

隆帯貼付→隆帯に沿って爪形文、角押文

隆帯貼付ー隆帯に沿って1l¥形文、隆帯上に刻目、区画内に沈
線、波状沈線

隆帯貼付一隆帯に沿って5条1組の条線

蔭帯貼付→蔭帯に沿って平行沈巖区画内に波状沈線

隆帯貼付一隆帯に沿って沈線

隆帯貼付→隆帯上、区面内に縄文LR→区画内陸帯に沿って
沈線→区画内に波状沈線

縄文RL→隆帯貼付→区画内に沈線充塩

隆帯貼付→騒帯に沿って沈線

蔭帯、円形突起貼付→陰帯脇、Pl形突起上に角押文
胴部に条線

隆帯貼付→隆帯に沿つて幻氷の角押文

隆楷貼付→隆帯脇隆帯上、区画内に爪形文

隆帯貼付→隆帯上に爪形文→隆帯に沿って沈線、区固内に
沈線を充填→口縁下に交互刺突

隆帯貼付→隆帯に沿って爪形文、沈線→区面内に沈線

隆帯貼付、波頂部下に橋状把手→区頭内隆帯に沿って幅広
の爪形文→区匪内に波状沈鯨

波頂部から歪下する隆帯貼付→隆帯上に刻目、区罰内に弧
状の沈線を充填

隆帯貼付→隆帯上も含め、全面RL縄文→区囲内隆帯に沿っ
て窃I)の沈絞

ロ縁外面に沿う幅広の隆帯、波頂部から垂下する隆搭貼付→
隆帯上、区画内に縄文LR→隆帯脇、区画内に平行沈線

ロ縁外面に沿う幅広の隆帯、波頂部から蚕下する隆術貼付→
隆帯上に縄文LR→蔭帯に沿う沈線、区薗内に波状沈鯨

隆じロ油紐帯外廿上汁面に縄寡に文沿うR幅L一広区の画隆内帯に、平波行頂沈部線から．条垂線下、す波る頂隆部帯隆貼帯付上一

隆帯貼付→隆帯に沿って爪形文

陰帯貼付→隆帯に沿って爪形文→沈級、波状沈船

s字状の隆笞貼付→隆帯上に沈線、区国内に深くえぐるような
沈腺を充填

蔭帯、突起貼付一掻帯上に刻目
体部に縄文RL→突起下から2*1組の波状沈線を垂下

隆帯貼付一隆帯に沿って爪形文、口縁部区両内に波状沈線

隆帯貼付→隆帯上、区面内に縄文LR→区面内隆帯に沿って
沈線

隆帯貼付→隆帯に沿って波状の平行沈線
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胎土 型式 備考

嚢母を極めて多く含む。砂粒を 阿玉台
多く含む． 皿～W式

茎母、砂粒を多く含む． 阿玉台訂式 注記（ゴム印Y荒屋敷」

雲母｀砂粒を含む。 阿玉台n式 注記（ゴム印y荒屋敷」

雲母を多く含む。砂粒を含む． 阿玉台田式

雲母を含む。砂粒を多く含む． 阿玉台田式 注記（ゴム印Y荒屋敷」

雲母を多く含む。 砂粒を多く含
阿玉台田式 注記（ゴム印Y荒屋敷」

む．

塁母を極めて多く含む．砂粒を 阿台
注記（ゴム印y荒屋敷」

多く含む。 lll~IV式

霊母を極めて多く含む。砂粒を 阿玉台
注記（ゴム印Y荒屋敷」

多く含む． m~IV式

雲母、砂粒を多く含む。
阿 台

注記（ゴム印Y荒屋敷」
m~IV式

雲母を少磁含む。砂粒を多く含
阿玉台W式 注記（ゴムf.l汀荒鼠敷J

む．

雲母を含む。砂粒を多く含む． 中峠式 注記（ゴム印Y荒塁敷」

砂粒を含む。 加臼利Ell式 注記（ゴム印）「荒忌敷」

雲母を少蚤含む．砂粒を含む．
阿台

注記（ゴム印沢荒屋敷」
lo~Ib式

異母、砂粒を含む． 阿玉台1I式 注記（墨）「H.9.23.」

冥母、砂粒を含む． 阿玉台lI式

雲母、砂粒を多く含む． 阿玉台11/式

浜母を含む．砂粒を多く含む． 阿玉台皿式 注記（ゴム印）「荒塁敷」

雲母、砂粒を多く含む。 阿天台m式 注記(::Iム印犯椛忌敷」

砂粒を含む． 阿玉台訂式

冥母を極めて多く含む。砂粒を
阿玉台lV式 AR-'50-8-14と同一個体

多く含む。

雲母を含む。砂粒を多く含む． 阿玉台1V式 注塚注記守．J （（ゴマムジ印ック）f〗荒荒屋蕊敷敷I貝

裳母を含む。砂粒を多く含む． 阿玉台IV式 注記（墨）「25.4.16.C/15」

砂粒を多く含む． 阿玉台1V式 注記（墨）「DI下屈J

雲母を多く含む。砂粒を含む． 阿玉台D式

雲母を含む。 砂粒を少贔含む． 阿玉台皿式

砂粒を含む． 大木8a式

雲母、砂粒を少量含む． 輝臼和IEI式

雲母、砂粒を多く含む。 阿玉台瓜式

雲母、砂粒を多く含む。 阿玉台N式

雲母、砂粒を多く含む。
阿玉台
lll~IV式



第4表土器観察表 (4)

図版番号 注記番号 櫨別 部位 文様の施文工 程 の 蜆 察

第5図
AR-’訳 ト

深鉢 胴部 隆帯による懸lli文
4 

第6図
AR-'S<Hi 

浅鉢 ロ縁部 隆帯貼付→隆帯上に想目、区画内に沈掠を充塩
5 

第5図
AR-'50-6 

浅鉢
ロ縁部 ロ緑部文様帯下端を区面する隆帯貼付→区画内に3条の沈

6 （平 縁） 線、隆帯上の一部に渕目

第5図
AR-'50---6 

深鉢
ロ縁部

隆帯貼付→隆帯下に6粂l組の条線、波頂部下に沈線
7 （波状口縁）

第5図
AR-'50-6 

深鉢
ロ緑～胴部

ロ縁部憾文、条線
8 （平 縁）

第5図
AR-'50--6 

浅鉢
ロ縁部

隆帯貼付、内面赤彩， （平縁）

第6図
AR-'50--6 

深鉢 胴部 撚糸R一沈線による区画
10 

第5図
AR-'50-6 

深鉢 胴部
縄文紅→蕊 1組の沈線を達下→亜下した沈船閲磁碍文を庖

II り消す

第5図
AR-'50-6 

深鉢 胴部 縄文LR→沈線
12 

第5図
AR- •50-6 

深鉢 阻部 隆帯貼付（剥落）→区画内に沈線を充慎
13 

第6図
AR-'50-7 

深鉢 胴部
隆帯貼付→隆帯に沿つて爪形文、隆帯上に刻目→区面に波

1 状沈線

第6図
AR-'50-7 

深鉢 開部 隆寄貼付→隆寄に沿って平行沈線、区酉内に平行沈線
2 

第6図
AR-'50-7 

深鉢 頸部 隆帯貼付一隆帯上も含め、縄文RL一隆帯脇、 区画内に沈線
3 

第6図
AR-'50-7 

深鉢 頸部
隆帯貼付一陰帯に沿って平行沈線

4 平行沈線による綬割区画→区面内に沈線充填

第6図
AR-'50-7 

浅鉢
ロ緑部 ロ縁外面に沿う隆帯貼付→隆帯側面（上側）の波底部に円形

6 （波状口品） の凹み、派頂部との問を沈約で結ぶ

第6図
AR-'50-7 

深鉢
ロ縁部

縄文RL→隆帯による区薗、渦巻き文→隆帯に沿って沈絞
6 （平 縁；）

第6図
AR-'50-7 

深鉢 ロ縁部
隆寄による区酉、渦巻き文→隆寄に沿って沈線→区画内に条

7 線充填、屈謁に条線

第6図
AR-'50-7 

深鉢
ロ縁部

縄文RL→隆帯による区圏→給帯に沿って沈鉛
8 （平 縁）

第6図
AR-'50-7 

深鉢
ロ縁郎 撚糸R→1'l形の交互刺突、ほぼ直線化した3本1列の波状沈， （平ほ） 線

第6図
AR・'S0-7 

深鉢
ロ縁部

円形の交互刺突
10 （波状口縁）

第6図
AR-'50-7 

深鉢
口縁部

隆帯貼付→隆帯下端に指頭によ碑目
II （平ほ）

第6図
AR-'50-7 

深鉢 （ロ平縁縁部） 隆帯貼付一陽帯に沿って円形の交互刺突
12 

第6図
AR-'50-7 

深鉢 頸部
縄文LR→隆帯による区酉→隆帯に沿って沈給、陰帯を沈船

13 により二分

第6図
A.R-'50-7 

深鉢 頚部 頸を充部填に→隆区帯麒貼付内一に沈隆線帯上に指頭による刻目ー区画内に条線
14 

第6図
AR-'50--7 

深鉢 胴部 縄文口U→3本1列の沈線を垂下
16 

第6図
A.R-'50-7 

深鉢 胴部
縄文LR→2本l列の沈線を垂下→埜下した沈綜間の縄文を磨

16 り消す

第6図
AR-'50-7 

深鉢 ロ縁部
区l!li内に条線を充填

17 ロ縁内面に沈線

第6図
AR—'50-7 

浅鉢
ロ黛部

需文、外面の一部に赤彩痕が残る
18 （平 縁）

第6図
AR-'50-8 

深鉢
ロ縁部 隆内上帯にに有刻、沿節目巻沈き線状をの充突填起、貼突付起一に隆有節帯に沈沿線っにてよ有る渦節巻沈き線文→、区隆駒帯

1 （平 縁）

第6図
AR_．50-8 

深鉢
ロ縁部 扇状把手

2 （把 手） 上面に2列の有節沈鉛がめぐる
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千莱市荒屋敷貝塚採集資料の紹介(1)

森本剛

胎 土 型式 備考

祟母、砂粒を多く含む． 阿台1I式

雰母、砂粒を多く含む．
阿玉台IV式

注記（ゴム印）「荒屋敷」
～中峠式

砂粒を多く含む。 中峠式 注記（塾JrA/16J

砂粒を多く含む． 加曽和JE式

雲母を少黛含む。砂粒を含む． 加苗利E式 注記（ゴム印）「荒屋敷」

砂粒を多く含む． 加曽禾/EI式

雲母を少黛含む。砂粒を多く含
加苗利El式

む。

呑母を含む。砂粒を多く含む。 加曽利Ell式

雲母を少彙含む。砂粒を含む。 加苗利En式 注 )f西路25.9.23」

＄母を含む。砂粒を多く含む。
加臼利E

注記(ll)l"BJ8J
l~ll式

雲母を多く含む。砂粒を含む． 阿玉台頂式

茎母、砂粒を多く含む。 阿玉台W式

雲母、砂粒を少ゑ含む． 阿玉台IV式 注記ぼ})fH.9.23」

零母を少位含む。砂粒を含む． 藤内1I式

雲母を含む。砂粒を多く含む．
阿玉台lV

AR-'50-臼と同一値体
～中峠式

砂粒を多く含む． 加笞利Ell式

竺母を少且含む。砂粒を含む。 加廿利Ell式

雲母を少盆含む。砂粒を多く含
加苦利Ell式

む．

雲母を少最含む。砂粒を含む。 連孤文

雲母を少量含む．砂粒を含む。 連覗文 注記(!i)「H.9.23」

雲母、砂粒を少抵含む．
中峠式～

注記（ゴム印）「荒屋敷J
加苗利El式

冥母を少黛含む。砂粒を含む． 加曾利En式

雲母を少丑含む。砂粒を含む。 加曽利El式

冥母を少黛含む．砂粒を含む． 加浩和IEI式

茎母を含む。砂粒を多く含む． 加曽知JEU式

雲母を少黛含む。砂粒を含む。 加苗利En式

槃母を少黛含む。砂粒を多く含
加曽利JE式 注 （ゴムEn)「荒屋敷」

む．

雲母を少量含む．砂粒を含む． 加苦和IEI式

冥母、砂粒を多く含む． 阿玉台 Ib式 注記（ゴム印）「荒屋敷」

冥母を極めて多く含む。砂Ill:、
阿玉台 lb式

小礫を多く含む。
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第 5表土器観察表 (5)

図版番号 注記番号 櫨別 部位

第6図
AR-'50-8 

深鉢
ロ縁部

3 （把手）

第6図
AR-'50-8 

深鉢
ロ縁郭

4 （波状口~)

第6図
AR-'50-8 

深
ロ縁部

5 （波状口縁）

第6図
AR-'50--8 

深鉢
ロ縁部

6 （波状口縁）

第6図
AR-'50-8 

深鉢
ロ緑部

1 （波状口縁）

第6図
AR-'50-8 

深鉢
ロ縁部

8 （波状口縁）

第6図
AR-'S0-8 

深鉢
口捻部， （波状口緑）

第6図
AR-'50-8 

深鉢
ロ縁部

10 （波状口縁）

第6図
AR-950-8 

深鉢
口捻部

11 （波状口縁）

第6図
ARー＇如 8

深鉢
ロ縁部

12 （波状口縁）

第7図
AR-'50-8 

洩
口縁～体部

13 （平 縁）

第7図
AR-'50-8 

深鉢
ロ縁部

14 （波状口縁）

第7図
AR-'50-8 

深鉢
ロ縁部

15 （平縁）

第7図
AR-'50-8 

浅鉢
ロ縁部

16 （平縁）

第7図
AR-'50-8 

浅鉢
ロ縁～体郊

17 （甲 縁

第7図
AR-'50-8 

浅鉢
ロ縁部

18 （平 黛）

第7図
AR-'50-8 

浅鉢
ロ緑部

19 （平縁）

第7図
AR-’哀

浅鉢
ロ縁菰

20 （平 縁）

第7図
AR-'50-8 

深鉢 胴部
21 

第7図
AR-'50-9 

深鉢
ロ縁部

I （波状口縁）

第7図
AR-'即 9

深鉢 胴部
2 

第7図
AR-'50-9 

深鉢 顕部
3 

第7図
AR-'50-9 

浅鉢
ロ縁郎

4 （波状口縁）

第7図
A.R-'50-9 

深鉢 屈部
6 

第7図
AR-'50--9 

深鉢 胴部
6 

第7図
AR-'50-9 

深鉢 類～屈部
1 

第1図
AR-'50-9 

深鉢 ロ縁～頸部
8 

AR-＇50-9 
有北

第7図 ， 四 月部

第7図
AR-'50-11 

浅鉢
ロ縁部

10 （平縁）

第7図
AR-'50-10 

深鉢
ロ縁部

1 （平縁）

文様の施文工 程 の 蜆 察

扇状把手

上面に2列の有節沈線、側面に絹目

ロ縁に沿って隆帯貼付→口唇部に刻目

隆帯貼付→陰帯に沿って初の爪形文

隆帯貼付→隆帯に沿って爪形文

隆搭貼付→陰帯に沿って爪形文→区酉内に沈線、波状沈線

隆帯貼付→陥帯に沿ってJl¥形文→区国内に波状沈線、ミむく

ク形の波頂部の側面に絹目

ロ緑に沿う幅広の隆帯貼付→区画内に沈線を充填→隆帯肩
繹に爪形文、陸寄脇と区画内に平行沈綜

隆帯貼付→陽帯上、区剛内に縄文RL→隆帯に沿って区園内

に沈線

隆帯貼付→隆帯上、区繭内に縄文LR→隆帯に沿って平行沈

線

隆搭貼付一隆帯上に縄文RL一陽帯に沿って沈線一隆帯1：：
沿って刻目、区画内に波状沈線

隆隆ぷー帯帯n貼上19付にe指工→頭区に酉よ内るに絹刺目突、→口区唇画部内に隆爪帯形に文沿、内っ外て平面行に沈赤線彩→痕

隆帯貼付ー陽帯上も含め、全面m晨§文→区TI!i内隆帯に沿っ

て2列の沈線→区画内に波状沈線

隆帯、突起貼付

隆存JIM付→口縁に沿って交互刺突、隆笞上1項目

ロ縁部文様帯下蝠を区頭する隆帯貼付→区画内に沈鯨

ロ縁内面に沿って幅広の隆帯貼付→区罰内に沈椋

ロ縁外面に沿って隆帯貼付→区iii内に沈線

ロ縁外面に沿って幅広の隆帯貼付

隆寄貼付→隆常上も含め、縄文RL→隆笞に沿って沈線、波

状沈線

ロ縁外面に沿って幅広の騒帯貼付→隆帯上に縄文LR→隆帯
に沿って平行沈線

縄文皿→沈線

頸部に勾和の隆帯貼付→隆帯に沿って沈線一区画内に条線、
船帯上に刻目

ロ縁外面に沿う隆帯貼付→極帯側面（上側）の波頂部に沈線

による渦巻き文、派底部との間を沈続で結ぶ

撚 L→3本l列の沈線により飼部を上下に分割一胴部下段に
3本1列の沈線を垂下、 2本1列の沈線による逆U字状の区面

撚糸L→正下する沈紛、U字状、逆U字状の沈線→沈紛の間の

縄文を磨り消す

縄文LR-•口縁部文様帯下端を隆帯で区画（隆帯渕落）→幅広

の沈線、頸郡焦文帯a"部文様符の境に＝列の交瓦刺突

縄文RL→隆帯による区面→区画内隆帯に沿って沈線

鍔下の狭い文様帯に縄文RL
内面に赤彩痕が一郎残る

ロ縁部がくの字に外反する

内面の屈曲部より上から外面にかけて赤彩

大形A乎手中央に円孔→蛇行する隆帯貼付→隆搭上に爪形文
沈線による祇巻き文、 三叉文、横割区酉→沈絲間に爪形文
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胎 土 型式 備考

雲母を極めて多く含む。砂粒、
阿玉台 lb式 注記（ゴム印）「流昼敷」

小礫を多く含む．

零母を極めて多く含む．砂粒を
阿玉台瓜式 注記（ゴム印）「荒屋敷」

多く含む．

呉母、砂粒を多く含む． 阿玉台直式 注記にゴム印）「荒昼敷」

雰母、砂粒を多く含む． 阿玉台皿式 注記（ゴム印）「荒屋患：」

雰母を少益含む。砂粒を多く含
阿玉台頂式

む．

宮母、砂粒を含む． 阿玉台皿式

雲母、砂粒を多く含む。 阿台IV式 注祀(::fム印）「荒屋敷」

丞母、砂粒を多く含む。 飼玉台lV式
注記儘l)f25.4.16.Aノ22.」
注記（ゴム印沈荒屋敷」

雲母、砂粒を多く含む． 阿 台W式 注記(::Iム印）「荒屈敷J

霊母を多く含む。砂粒を含む。 阿玉台W式 注記（ゴム印）「荒屋敷」

雲母、砂粒を含む． 阿玉台IV'式
注記償びA/19J
注記（ゴム印）「荒屋敷」

雲母を極めて多く含む。砂粒を
阿玉台IV式 AR-'50-5-8と同一個体

多く含む．

雲母を含む．砂粒を多く含む．
阿玉台

lll~IV式

零母、砂粒を多く含む． 中峠式
注記（墨Jf25.4.16.A/6灰J
注記（ゴム印）「荒屋敷J

雲母、砂粒を多く含む．
阿玉台lV 体部片はAR-'6lHlに収納さ

ー中峠式 れていた．

零母を含む．砂粒を多く含む．
阿玉台W

注記（ゴム印）「荒屋敷」
～中峠式

答母を含む。砂粒を多く含む。
阿天台IV
～中峠式

雲母、砂粒を多く含む．
阿玉台1V
～中峠式

雲母、砂粒を多く含む． 阿玉台IV式

雲母を含む。砂粒を多く含む。 阿玉台IV式

雲母、砂粒を多く含む． 阿玉台IV式

冥母を含む。砂粒を多く含む。 阿玉台IV式

雲母を含む．砂粒を多く含む．
阿玉台W AR-'50-7-5と同一侶体

～中峠式 注記ばム印）「荒屋敷」

砂粒、小礫を含む． 連弧文

砂粒を少昼含む． 加也料IEm式

雲母を少彙含む。砂粒を含む。 加泊和IEI式
注記（マジックy荒屋敷近くJ
「（個人名漑集 8.31J

砂粒を含む． 加恒和JEii式

加曽利E
砂粒を少量含む．

m~IV式

巽母を少黛含む。砂粒を多く含
加曽和JEI式

む．

雲母を少最含む。砂粒を多く含
藤内n式 注記（ゴム印）「荒屋敷」

む。



第6表土器観察表 (6)

図版番号 注記番号 種別 部位 文様の論文 工 程 の 銀 察

第8図
AR-'50ー10

深鉢
ロ縁部 縄文LRL→隆帯による区画、三方に貰孔す凶撼状把手の貼付

2 （平緑） →隆帯に沿って沈線、把手渾面三方に沈線による渦巻き文

第8堅l
AR-'50-10 

深鉢 ロ縁部
撚糸L→隆帯による区ii!i、渦巻き文→隆帯に沿って幅広の沈

3 線

第8図
AR-'50-10 

深鉢
ロ縁～胴部I縄垂り消文下すR→L口→縁口部紘に部沈に線円に形よのる交区互面郷、I!垂突下、1f1した部沈に線2本間1の列縄の文沈を線磨を

4 （平縁）

第8図
AR-'50-11 

深鉢
ロ縁～胴部

撚糸R→3本1列の沈線、 3本1列x2段の沈続による連弧文
I （平緑）

第8図
AR-'50-11 

探鉢
口縁部 縄 L→波頂部に沈線による渦巻き→2本l列の沈線を垂下

2 （波状口縁） →垂下した沈線間の縄文を磨り消す

第8図
AR-'50-11 

深 罰部 縄文RLR→3本1列、 2本1列の沈線を垂下
3 

第8図
AR-'50-11 

深 炉l部 撚糸L
4 

第8図
AR-'50-12 

深鉢 胴部
陽帯貼付→区同内に条線充填→陰帯に沿って沈線→区同内

l に波状沈線

第8図
AR-'60-12 

深 頸部
隆楷貼付→隆帯上も含め、縄文皿→隆帯に沿って2列の平行

2 沈掠

第8図
AR•'SOー12

深 馴部 隆帯貼付→陸帯上も含め、縄文LR→隆帯に沿って平行沈線
3 

第8図
AR-'60-12 

深鉢 頸郭 LR縄文一沈線
4 

第8図
AR-'50-12 

深鉢 頸部
縄 LR....2本1組の隆帯貼付→隆帯に沿って沈線→区画内

6 に沈線充填、胴部に2本1組の沈線を善下

第8図
AR-'50-12 

深鉢 胴部 沈線による縦割区嗣→区画内に沈線充謬
6 

第8図
AR-'50-12 

深鉢 胴郎
沈縁による横割り区画→区面内に連続刺突、沈線による三叉

7 文

第8図
AR-'50-12 

深鉢
ロ緑部

縄文LR力巧〖摩滅顕著）→細い粘土紐を貼付
8 （平駄）

第8図
AR-'50-12 

浅鉢
ロ緑部

縄文LR→涵帯による区ll!IJ、渦巻き文→隆帯に沿って沈線， （平稔）

第8図
AR-'50--12 

深鉢 ロ縁罪 隆帯による渦巻き文→隆帯に沿って沈線
10 

第8図
AR—'50- 12 

深鉢 ロ縁部 陰帯による渦巻き文→陰帯に沿って沈鉛
11 

第8図
AR-'50-12 

深鉢 ロ縁部 沈線による渦巻き文一縄文紅充填
12 

第8図
AR-'60-12 

深鉢 ロ縁郷 蔭帯による区罰（剥落）→区薗内隆帯に沿って沈船、条紛充填
13 
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千莱市荒屋敷貝塚採集資料の紹介(1)

森本剛

胎土 型式 偏考

砂粒を含む． 加臼利El式

砂粒を少丑含む． 加曽利ED式

砂粒を含む。 加臼利Ell式

砂を含む． 速弧文 注記（ゴム印y荒屋敷J

砂粒を含む． 加曽利Em式

砂粒を少呈含む． 加曽利ED式 注記（ゴム印y荒屋敷J

砂粒を含む。 加曽利E式

栞母を含む．砂粒を多く含む。 阿玉台W式

茎母を含む。砂粒を含む． 阿天台W式 注記（ゴム印y荒屈敷J

坦母、砂粒を含む． 阿玉台w式
注記（墨）「Dノ13」、
注記（ジ1ル）「25.4.16D/13」

雲母、砂粒を多く含む。 阿玉台JV式

雲母を含む．砂粒を多く含む． 加曽利EI式

塩母を少最含む。砂粒を多く含
藤内n式 注記（墨）「25.4.16.AJ22J 

む．

砂粒を多く含む． 膳内 1式 注記（ゴム印y荒屋敷J

祖母を少量含む。砂粒を多く含
大t•式

む。

雲母を少黛含む．砂粒を多く含
大木8b~9式

む．

雲母を少量含む。砂粒を多く含
大木8b~9式

む。

雲母を少羹含む。砂粒を多く含
大木8b~9式

む。

砂粒を多く含む。 大木お文

砂粒を多く含む。 大木8b式


